
実
に
尼
大
な
量
に
及
ぶ
漱
石
文
学
研
究
書
に
、
ま
た
一
言
、
し
か
も
貴
重

な
一
書
が
、
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

秋
山
公
男
氏
の
『
漱
石
文
学
論
考
ｌ
後
期
作
品
の
方
法
と
描
造
ｌ
』
で
あ

る
。

本
書
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
如
く
、
漱
石
の
後
期
の
作
品
ｌ
『
彼

岸
過
迄
』
・
『
行
人
』
・
『
こ
ゞ
ろ
』
・
『
道
草
』
・
『
明
暗
』
ｌ
が
考
究
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
各
作
品
ご
と
に
各
々
二
つ
の
章
立
て
が
な
さ
れ
、
そ
こ
に
著

者
の
一
九
八
○
’
八
三
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
十
四
篇
の
論
文
が
収
載
さ

れ
て
い
る
。

以
下
順
を
追
っ
て
み
て
い
き
た
い
。

『
彼
岸
過
迄
』
論
は
、
第
一
章
『
彼
岸
過
迄
』
の
方
法
Ｉ
読
者
本
位
と

作
者
本
位
の
共
存
Ｉ
（
１
１
Ⅵ
）
と
、
第
二
章
『
彼
岸
過
迄
』
試
論
ｌ

「
松
本
の
話
」
の
機
能
と
時
間
構
造
Ｉ
（
１
１
Ⅲ
）
か
ら
成
っ
て
い
る
。

先
ず
、
第
一
章
で
は
作
者
の
緒
言
「
彼
岸
過
に
就
て
」
を
基
底
に
し
て
、
副

題
の
論
証
展
開
が
実
に
丁
寧
か
つ
綴
密
に
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
著
者

は
、
緒
言
か
ら
「
作
者
本
位
を
堅
持
し
つ
つ
も
、
可
能
な
限
り
読
者
本
位
の

書
評

秋
山
公
男
著

「
漱
石
文
学
論
考
ｌ
確
認
蕊
ｌ
」

戸
田
民
子

要
素
に
織
り
込
」
ん
で
創
作
さ
れ
た
も
の
が
『
彼
岸
過
迄
」
で
あ
っ
た
、
と

の
見
地
に
立
ち
、
前
者
に
須
永
・
松
本
（
「
雨
の
降
る
且
「
須
永
の
話
」
「
松
本

の
話
」
）
を
、
後
者
に
森
本
・
敬
太
郎
（
「
風
呂
の
後
」
「
停
留
所
」
「
報
告
」
）
を
各

々
配
し
、
両
者
を
融
合
さ
せ
る
方
向
で
「
構
想
を
練
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
」

す
る
。

構
想
上
の
破
綻
は
免
れ
た
『
彼
岸
過
迄
」
で
は
あ
っ
た
が
、
右
の
人
物
設

定
、
則
ち
「
聞
き
役
の
敬
太
郎
と
主
た
る
話
し
手
で
あ
る
須
永
と
の
余
り
に

大
き
な
人
間
性
の
懸
隔
」
に
よ
り
、
作
品
形
象
上
に
大
き
な
剛
妬
を
来
た
す

こ
と
に
な
る
。

周
知
の
よ
う
に
敬
太
郎
は
「
結
末
」
で
作
者
自
身
か
ら
、
そ
の
「
役
割
は

絶
え
ず
受
話
器
を
耳
に
し
て
『
世
間
』
を
聞
く
一
種
の
探
訪
に
過
ぎ
な
」
い

存
在
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
従
来
の
研
究
者
が
敬
太
郎
を

如
何
に
考
察
し
て
き
た
か
を
例
示
し
つ
ゞ
、
著
者
は
「
作
者
の
観
念
が
託
さ

れ
た
一
種
の
象
徴
的
存
在
」
と
の
見
解
を
紙
幅
を
割
い
て
既
出
の
緒
言
と
照

応
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

こ
う
し
た
象
徴
的
側
面
を
有
す
る
敬
太
郎
で
は
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に

「
作
者
本
位
」
の
中
で
「
松
本
の
話
」
「
須
永
の
話
」
を
彼
が
聞
く
場
合
、

著
者
の
指
摘
に
あ
る
如
く
、
齪
蹄
・
違
和
感
が
多
大
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ

れ
ら
各
「
話
」
の
内
容
は
、
『
彼
岸
過
迄
』
以
降
の
漱
石
の
作
品
を
考
察
す
る

点
で
、
そ
の
影
響
力
は
看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
触
れ
た
も
の

が
、
す
な
わ
ち
第
Ⅵ
節
の
「
須
永
市
蔵
ｌ
自
己
検
証
へ
の
礎
石
ｌ
」
で

あ
る
。な

お
、
著
者
の
『
彼
岸
過
迄
」
論
は
、
本
書
の
全
体
の
型
％
を
も
占
め
て

五
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い
る
が
、
そ
の
中
で
一
番
筆
者
が
関
心
を
ひ
か
れ
た
の
は
こ
の
第
Ⅵ
節
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
如
く
、
次
回
作
『
行
人
』
以
降
、
更
に
深
く
作

者
が
凝
視
し
続
け
る
問
題
点
へ
の
礎
石
と
云
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
第
一
章
第
１
節
に
「
当
時
（
『
彼
岸
過
迄
』
発
表
時
ｌ
筆
者
註
）
の
読
者

は
『
行
人
』
以
後
の
漱
石
と
そ
の
作
品
に
作
者
内
奥
の
暗
部
の
投
影
や
我
執

の
別
扶
な
ど
、
夢
に
も
期
待
し
て
は
い
な
い
」
と
、
逸
速
く
書
か
れ
て
あ
る

内
容
の
詳
述
が
、
正
に
こ
の
第
Ⅵ
節
に
集
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

作
者
自
身
の
所
謂
「
大
患
を
契
機
に
し
た
自
省
は
、
否
応
な
し
（
略
）
己

れ
の
過
去
の
妄
執
と
独
善
の
実
態
を
自
覚
さ
せ
た
（
略
）
須
永
に
託
し
て
自

己
の
醜
の
別
扶
を
試
み
さ
せ
た
」
そ
の
方
法
は
、
「
『
現
実
の
事
件
は
済
ん
で
、

そ
れ
を
後
か
ら
回
想
』
す
る
形
式
で
自
己
分
析
を
行
な
う
」
そ
れ
で
あ
る
。

ヘ
ッ
ド
ハ
ー
ト

須
永
の
「
頭
」
と
「
胸
」
の
相
剋
と
い
う
観
点
か
ら
の
嫉
妬
お
よ
び
我
執

の
諸
相
を
、
著
者
は
見
事
に
分
析
し
、
『
行
人
』
以
降
に
そ
の
問
題
が
引
き

つ
が
れ
、
深
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
予
知
し
て
い
る
。

次
い
で
第
二
章
で
あ
る
が
、
こ
の
章
で
の
中
心
論
点
は
、
「
『
松
本
の
話
』

に
焦
点
を
絞
っ
て
須
永
救
済
の
意
図
を
読
み
と
る
こ
と
で
、
作
者
漱
石
の
時

間
錯
覚
」
の
検
証
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
時
間
錯
誤
の
指
捕
は
著
者
に
よ

っ
て
初
め
て
な
さ
れ
た
指
摘
で
あ
り
、
『
行
人
」
論
考
察
上
、
大
変
に
注
目
す

べ
き
論
で
あ
る
。

『
行
人
』
論
は
、
第
一
章
「
行
人
』
の
主
題
と
構
造
（
１
１
Ⅶ
）
、
第
二
章

『
行
人
』
の
深
眉
心
理
（
１
１
Ⅱ
）
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
章
で
は
、
『
行
人
』
の
主
題
に
関
す
る
従
来
の
研
究
者
の
論
究
の
概
要

『
漱
石
文
学
論
考
』

を
把
握
（
こ
の
『
行
人
』
論
の
み
な
ら
ず
、
著
者
は
い
ず
れ
の
作
品
論
究
の
場
合
で

も
、
実
に
丁
寧
に
従
来
の
諸
説
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
本
書
の
大

き
な
特
微
で
あ
る
。
）
し
た
上
で
、
「
人
間
の
我
儘
と
嫉
妬
」
と
「
性
の
争
ひ
」

の
部
分
に
焦
点
を
絞
り
、
著
者
の
『
行
人
』
に
お
け
る
主
題
の
考
察
が
展
開

さ
れ
る
。

先
ず
、
「
浅
間
し
い
人
間
」
の
我
執
に
つ
い
て
の
検
証
が
、
二
郎
と
三
沢

（
「
あ
の
女
」
・
「
看
護
婦
」
）
、
三
沢
と
狂
女
と
そ
の
夫
、
一
郎
と
二
郎
（
直
）
、
直

と
お
菫
、
等
、
男
女
幾
様
も
の
組
合
せ
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
そ
の
中
心
は
、
二
郎
を
間
に
一
郎
と
直
の
三
角
関
係
の
検
証
に
あ
る
。

お
直
の
一
郎
及
び
二
郎
へ
の
行
為
の
中
に
、
「
三
四
郎
』
に
お
け
る
美
禰

子
の
「
無
意
識
の
偽
善
」
を
坊
佛
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
著
者
の
指

摘
通
り
で
あ
る
。
そ
の
お
直
に
「
同
情
」
す
る
二
郎
は
彼
女
に
と
っ
て
愛
の

対
象
者
た
り
得
ぬ
と
の
著
者
の
説
に
は
合
点
い
く
が
、
「
二
郎
は
直
に
、
愛
を

抱
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
」
と
の
言
に
は
疑
問
が
あ
る
。
単
に
、
全
て
に
「
自

分
よ
り
立
ち
勝
っ
た
兄
」
に
対
抗
し
て
の
「
我
儘
と
嫉
妬
」
及
び
「
性
の
争

ひ
」
の
発
揮
で
あ
っ
て
、
お
直
へ
の
「
愛
」
（
「
今
」
で
は
な
く
「
当
時
」
）
は
、

そ
の
片
鱗
す
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
帰
っ
て
か
ら
」
の
後
の
「
塵
労
」
執
筆
ま
で
に
は
作
者
の
胃
淡
揚
の
悪

化
に
伴
う
五
か
月
間
の
中
断
期
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
『
行
人
』
の
主
題
に

変
容
（
「
塵
労
」
の
二
十
八
節
以
降
）
を
み
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
著
者
は
、
．
郎
個
人
の
知
性
の
悲
劇
と
で

も
言
う
べ
き
課
題
へ
と
変
貌
し
た
」
、
す
な
わ
ち
「
一
郎
の
内
包
す
る
『
苦
痛
』

『
不
安
』
『
恐
ろ
し
さ
』
（
略
）
と
関
わ
っ
て
、
『
落
付
」
「
安
心
』
「
幸
福
』
の

五
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境
界
を
求
め
『
絶
対
即
相
対
』
を
志
向
す
る
道
の
模
索
」
が
新
た
な
主
題
と

な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

第
二
章
は
、
著
者
が
一
郎
の
言
動
の
中
に
妄
想
を
認
め
、
更
に
は
『
行
人
」

執
筆
時
が
作
者
の
そ
の
生
涯
に
お
い
て
三
度
目
の
神
経
衰
弱
期
と
重
な
っ
て

、
℃

い
た
事
実
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
大
正
三
年
当
時
の
断
片
な
ど
と
照
応
し
な

が
ら
論
の
展
開
が
な
さ
れ
る
。

、
、

断
片
お
よ
び
「
漱
石
の
思
ひ
出
』
『
夢
判
断
』
を
例
示
し
つ
つ
、
て
い
ね、

い
に
作
品
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
一
章
で
述
べ
た
主
題
が
表

の
そ
れ
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
第
二
章
は
、
「
表
現
の
背
後
に
沈
み
、
自

ら
も
意
識
せ
ざ
る
潜
在
意
識
下
で
紡
が
れ
た
狂
気
の
夢
想
は
、
秘
め
ら
れ
た

陰
の
主
題
」
の
論
考
で
あ
っ
た
と
著
者
は
述
べ
る
。
「
狂
気
の
夢
想
」
と
は
、

一
つ
に
は
作
者
自
身
の
離
婚
願
望
が
一
郎
に
仮
託
さ
れ
、
「
そ
の
実
相
を
隠

蔽
す
る
た
め
に
要
請
し
た
偽
装
」
が
、
一
郎
の
二
郎
と
直
二
人
に
対
す
る
愛

へ
の
嫉
妬
・
妄
想
で
あ
り
、
一
つ
に
は
、
件
の
「
井
上
眼
科
で
見
初
め
た
女
」

が
作
者
の
潜
在
意
識
下
で
、
お
貞
の
モ
デ
ル
と
と
な
っ
た
西
村
濤
蔭
の
妹
、

梅
（
漱
石
の
家
の
手
伝
じ
に
「
重
層
化
さ
れ
」
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

、

い
ず
れ
も
新
説
で
あ
る
。
殊
に
梅
に
対
す
る
漱
石
の
心
情
は
、
著
者
自
身

「
臆
測
の
域
を
出
な
い
が
」
と
こ
と
わ
り
害
き
を
入
れ
て
は
い
る
が
、
今
後

両
説
と
も
に
、
評
者
の
議
論
を
喚
起
す
る
も
の
が
あ
る
。

『
こ
出
ろ
』
論
は
、
第
一
章
『
こ
農
ろ
』
の
方
法
と
構
造
（
１
１
Ⅲ
）
、
第

二
章
『
こ
ゞ
ろ
』
の
死
と
倫
理
ｌ
我
執
と
の
相
関
Ｉ
（
１
１
Ｖ
）
と
か
ら

成
っ
て
い
る
。

「
道
草
』
論
は
、
第
一
章
『
道
草
』
ｌ
構
想
と
方
法
（
１
１
Ⅲ
）
、
第
二

章
『
道
草
』
ｌ
烏
臓
図
の
諸
相
（
１
１
Ⅲ
）
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

○
「
『
道
草
」
は
後
期
三
部
作
と
は
異
な
り
、
現
在
か
ら
す
る
過
去
の
検
証
で

は
な
し
に
、
「
継
続
中
」
の
過
去
か
ら
す
る
現
在
の
検
証
を
特
質
と
す
る
。

（
略
）
己
れ
の
過
去
を
見
据
え
る
作
者
の
冷
徹
な
眼
指
は
、
私
小
説
が
陥
り

が
ち
な
作
者
と
主
人
公
の
同
一
化
に
よ
る
自
己
陶
酔
、
な
い
し
は
自
虐
的
な

自
己
表
出
と
は
ほ
ど
遠
い
。
（
略
）
「
道
草
』
に
自
己
検
証
を
通
じ
て
の
自
己

相
対
化
を
試
み
た
作
者
に
根
本
的
な
創
作
姿
勢
と
相
関
す
る
。
」
（
二
六
七
頁
）

○
「
『
道
草
』
の
叙
法
を
一
口
で
表
現
す
る
な
ら
、
絶
対
的
視
点
に
よ
る
相
対

叙
法
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
」
（
二
六
八
頁
）

○
弓
道
草
』
全
篇
を
覆
う
絶
対
的
視
点
、
即
ち
語
り
手
の
視
点
は
、
言
う
迄

も
な
く
作
者
漱
石
の
も
の
で
あ
る
。
（
略
）
自
己
を
相
対
化
せ
ん
と
す
る
意

志
と
、
そ
れ
を
或
る
程
度
達
成
し
得
た
作
者
に
し
て
始
め
て
可
能
で
あ
っ
た

第
一
章
で
は
、
弓
私
，
一
と
『
先
生
」
の
位
置
と
役
割
」
を
考
察
す
る
こ
と
で
「
作

品
形
成
の
方
法
と
作
品
構
造
の
測
面
を
捉
え
よ
う
と
」
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
ず
、
従
来
の
『
こ
出
ろ
』
論
の
中
で
の
「
私
」
及
び
「
先
生
」
の
捉
え

方
を
整
理
し
、
吟
味
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
『
こ
出
ろ
』
の
主
意

は
、
「
我
執
の
呪
縛
力
の
実
態
を
解
析
」
す
る
点
に
あ
り
、
「
我
執
追
尋
へ
の

要
請
は
何
よ
り
も
漱
石
自
身
の
回
避
し
得
な
い
課
題
で
あ
っ
た
」
と
し
、
こ

の
考
察
を
も
っ
て
更
に
第
二
章
に
入
る
。
こ
こ
で
は
「
先
生
の
い
う
『
善
悪
』

の
内
容
」
の
考
察
が
中
心
と
な
り
、
「
罪
の
呵
責
と
我
執
の
深
淵
を
覗
き
見

た
孤
絶
感
」
が
「
先
生
」
を
死
に
至
ら
し
め
た
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。
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と
い
え
る
。
」
（
二
七
○
’
一
頁
）

○
『
道
草
』
は
、
自
己
を
『
恰
も
」
『
他
人
』
の
如
く
見
据
え
る
べ
く
虚
心

と
相
対
化
を
志
し
、
『
則
天
』
は
と
も
あ
れ
、
せ
め
て
『
去
私
』
を
心
掛
け
た

い
と
願
う
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
」
三
七
一
頁
）

○
「
謙
虚
と
真
の
自
省
を
知
ら
ず
、
他
者
と
の
通
路
も
発
見
で
き
ず
、
依
然

と
し
て
他
者
を
侮
蔑
し
続
け
る
健
三
の
不
幸
な
実
態
こ
そ
が
、
作
者
の
意
図

す
る
自
己
検
証
、
自
己
相
対
化
の
本
意
で
あ
る
。
」
（
二
七
三
頁
）

○
「
『
道
草
』
に
執
筆
時
の
作
者
の
現
在
的
課
題
を
求
め
る
な
ら
、
そ
れ
は

（
略
）
冷
厳
な
『
過
去
』
の
検
証
に
よ
る
自
己
相
対
化
・
並
び
に
そ
れ
を
可

能
に
す
る
作
家
と
し
て
の
絶
対
的
視
点
の
模
索
を
認
め
ら
れ
よ
う
。
」
（
二
七
四

頁
）○

「
『
道
草
』
の
創
作
意
図
は
、
過
去
の
愚
か
な
己
れ
を
、
修
正
せ
ず
に
愚
昧

の
ま
ま
に
検
証
す
る
こ
と
置
か
れ
て
い
た
。
」
（
二
八
五
頁
）

○
「
自
身
の
過
去
を
対
象
に
据
え
た
相
対
叙
法
と
絶
対
的
視
点
の
確
立
、
そ

れ
が
『
道
草
』
に
企
図
さ
れ
た
最
終
的
な
目
的
で
あ
っ
た
。
」
（
二
八
六
頁
）

○
弓
道
草
』
に
描
か
れ
る
諸
人
物
の
迷
妄
、
確
執
、
貧
欲
、
我
執
そ
れ
自
体

は
悉
く
暗
い
。
し
か
し
そ
れ
を
見
詰
め
る
作
者
の
眼
指
に
は
、
自
他
を
公
平

無
私
に
相
対
化
せ
ん
と
す
る
、
一
種
の
清
明
き
が
看
取
さ
れ
る
。
」
（
二
八
九
頁
）

○
「
健
三
は
検
証
さ
れ
る
側
の
作
中
人
物
で
あ
り
、
作
者
は
こ
れ
を
検
証
す

る
視
点
に
立
つ
。
総
じ
て
『
道
草
』
の
世
界
は
、
自
己
検
証
を
通
じ
て
自
己

相
対
化
を
図
り
、
絶
対
的
視
点
に
立
つ
相
対
叙
法
の
確
立
を
庶
幾
す
る
漱
石

に
よ
っ
て
傭
撤
さ
れ
た
、
烏
撤
図
の
世
界
で
あ
る
。
」
（
二
九
八
頁
）

と
す
る
第
一
章
及
び
第
二
章
の
論
究
は
、
そ
の
冒
頭
に
、

『
漱
石
文
学
論
考
』

○
「
作
者
の
『
事
実
」
へ
の
傾
斜
と
相
対
叙
法
を
可
能
に
し
た
絶
対
的
視
点

獲
得
の
観
点
か
ら
（
『
道
草
』
を
ｌ
筆
者
註
）
捉
え
て
み
た
い
。
」
（
二
五
五
頁
）

と
著
者
の
述
べ
た
考
え
を
実
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
『
道

草
』
に
お
け
る
構
想
と
方
法
が
、
次
作
『
明
暗
』
の
「
相
対
叙
法
を
可
能
に

し
た
絶
対
的
視
点
（
語
り
手
視
点
）
の
基
盤
の
確
立
」
及
び
、
「
相
互
に
対
立

葛
藤
す
る
諸
人
物
の
内
界
を
精
細
か
つ
立
体
的
に
、
医
師
の
人
体
解
剖
を
さ

え
想
わ
せ
る
冷
静
さ
と
明
断
さ
で
描
き
切
っ
た
絶
対
的
視
点
に
よ
る
相
対
叙

述
の
成
熟
」
を
引
き
出
し
た
、
と
の
視
座
を
見
事
に
検
証
し
て
い
る
。

「
明
暗
』
論
は
、
第
一
章
『
明
暗
』
の
方
法
（
１
１
Ｖ
）
、
第
二
章
『
明
暗
』

の
叙
法
と
「
則
天
去
私
」
（
１
１
Ⅲ
）
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

著
者
が
『
道
草
』
論
で
述
べ
た
「
相
対
叙
法
」
論
が
本
論
で
の
基
調
を
な

し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

『
明
暗
」
で
は
、
二
人
の
視
点
人
物
ｌ
津
田
と
お
延
ｌ
が
造
型
さ
れ

て
い
る
と
提
言
す
る
著
者
は
、
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
も
の
を
「
両
者
の
人

格
上
の
欠
陥
、
或
い
は
我
執
の
実
態
が
自
ず
と
浮
彫
り
に
さ
れ
、
結
果
的
に

相
互
の
相
対
化
が
為
さ
れ
て
い
る
」
と
説
く
。
そ
し
て
こ
の
両
名
を
も
含
め

た
作
中
人
物
の
内
外
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
照
射
す
る
語
り
手
の
絶
対
的
視

点
に
注
目
す
る
。
更
に
は
そ
の
語
り
手
視
点
を
お
延
と
お
秀
の
我
執
の
様
相

に
焦
点
を
合
せ
、
本
本
が
実
に
丹
念
か
つ
丁
寧
に
読
ま
れ
、
分
析
さ
れ
検
証

さ
れ
て
い
く
。
（
な
お
、
こ
こ
で
津
田
の
我
執
に
つ
い
て
稿
が
譲
ら
れ
て
い
る
の
は

残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
）

そ
の
結
果
、
「
『
愛
の
成
立
の
可
能
性
』
で
は
な
し
に
、
『
愛
の
戦
争
』
の

五
九



解
剖
に
あ
る
。
『
平
和
な
暗
闘
が
度
胸
比
べ
と
技
巧
比
べ
で
演
出
さ
れ
』
る
、

我
執
の
種
々
相
の
解
析
」
が
、
『
明
暗
』
で
「
追
跡
さ
れ
て
い
る
テ
ー
ゼ
」

で
あ
る
と
述
べ
る
。

「
猜
疑
・
背
信
・
嫉
妬
・
技
巧
・
虚
偽
・
虚
栄
・
独
善
・
偏
見
・
頑
迷
・

狡
滑
と
い
っ
た
我
執
の
醜
」
を
い
か
に
処
理
す
る
か
、
い
か
に
そ
の
苦
痛
か

ら
自
己
を
救
済
す
る
か
詞
を
文
学
的
課
題
と
し
て
追
尋
し
て
や
ま
な
な
か
っ

た
の
が
夏
目
漱
石
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
た
ど
り
つ
い
た
「
則
天
去
私
」
と
は
、

「
『
無
我
』
「
相
対
即
絶
対
』
の
境
界
に
は
ほ
ぼ
等
し
い
概
念
で
あ
る
」
と
著

者
は
述
べ
、
「
自
己
客
体
化
・
相
対
視
を
目
し
て
『
道
草
』
で
創
出
さ
れ
た

語
り
手
の
、
絶
対
的
視
点
に
よ
る
厳
正
無
私
な
叙
法
の
客
観
小
説
に
お
け
る

最
初
の
試
み
が
『
明
暗
」
で
あ
っ
た
」
と
、
見
事
に
両
者
の
相
関
を
位
置
づ

け
て
い
る
。

（
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
十
日
・
桜
楓
社
刊
・
五
、
八
○
○
円
）

（
と
だ
・
た
み
こ
夙
川
学
院
短
期
大
学
助
教
授
）

書
評

本
書
は
、
一
貫
し
て
古
代
歌
謡
に
関
す
る
論
稿
を
世
に
問
い
続
け
ら
れ
た

宮
岡
薫
氏
の
初
め
て
の
諭
集
で
あ
り
、
十
数
年
来
の
研
究
の
集
大
成
と
も
い

宮
岡
薫
氏
著

「
古
代
歌
謡
の
構
造
」
を
読
む

駒
木
敏

う
べ
き
労
作
で
あ
る
。
刊
行
を
鶴
首
し
て
い
た
後
学
の
一
人
と
し
て
、
改
め

て
御
教
示
を
得
る
所
が
多
か
っ
た
。
大
方
の
読
者
の
思
い
も
同
じ
で
あ
ろ

う
。
我
々
は
ま
た
一
つ
、
古
代
歌
謡
研
究
の
大
き
な
礎
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
。

本
書
の
課
題
は
、
「
記
・
紀
』
を
中
心
と
す
る
文
献
を
根
幹
に
据
え
て
、

「
歌
が
物
語
と
結
合
し
て
記
紀
に
成
害
化
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
に
」
あ
っ
た

は
ず
の
「
多
様
な
歌
の
実
体
」
を
探
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
上
で
「
記
・
紀
』

の
現
在
に
お
け
る
歌
と
物
語
の
結
合
関
係
の
原
理
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
掲
げ
ら
れ
た
「
古
代
歌
謡
の
構
造
」
と
は
、
神
話
や
歴
史
叙
述
の
中

に
組
み
込
ま
れ
た
古
代
歌
謡
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
い
か
な
る
伝
承
の
過
程
を
保

持
し
つ
つ
「
記
・
紀
」
の
現
在
に
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
。
従
来
、
歌
謡
を
含
む
物
語
が
姐
上
に
載
せ
ら
れ
る
場
合
、
と

も
す
れ
ば
そ
れ
が
生
成
過
程
や
伝
承
の
荷
担
者
層
の
問
題
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
氏
族
伝
承
論
の
中
に
解
消
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
現
有
の
文
献
を
対

象
に
据
え
、
そ
の
内
側
か
ら
歌
と
物
語
の
結
合
の
論
理
を
導
き
出
そ
う
と
す

る
本
書
の
方
法
的
視
座
は
新
し
く
、
す
ぐ
れ
て
今
日
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
無
前
提
な
伝
承
論
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
「
歌
語
り
論
」
と
も
、
ま
た
、
専
ら
『
記

・
紀
』
の
現
在
を
対
象
化
し
て
歌
と
物
語
の
関
係
を
追
う
方
法
と
も
、
方
向

性
を
分
か
つ
。
歌
謡
研
究
の
側
か
ら
い
え
ば
、
「
記
・
紀
」
の
現
在
か
ら
重
層

す
る
過
去
に
視
線
を
向
け
、
歌
謡
の
実
態
を
想
定
し
た
土
橋
寛
氏
の
《
古
代

歌
謡
》
学
の
方
法
と
も
、
一
方
こ
れ
を
批
判
的
に
捉
え
、
『
記
・
紀
」
の
現
在

と
し
て
あ
る
歌
謡
の
態
様
か
ら
そ
の
伝
承
及
び
「
杼
情
」
の
独
自
の
方
法
に

六
○


